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市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
十
八
年
の
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
旧
上
野
原
町
と
旧
秋

山
村
が
合
併
し
上
野
原
市
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

私
も
初
代
市
長
と
し
て
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
先
立
ち
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
好
調
な
企
業
業
績
や
個
人
消
費
の
穏
や

か
な
増
加
な
ど
に
よ
り
景
気
の
回
復
が
続
く
と
見
込
ま
れ
て
は
い
ま
す

が
、
市
民
の
生
活
実
感
か
ら
し
ま
す
と
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

ま
た
、
三
位
一
体
改
革
の
名
の
も
と
、
補
助
金
の
削
減
や
本
市
の
財

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

上
野
原
市
長
　
奈

良

明

彦
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政
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
地
方
交
付
税
改
革
な
ど
、
痛
み
を
伴
う
地
方

財
政
の
構
造
改
革
が
本
格
的
に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
は
、「
夢
と
希
望
あ
ふ

れ
る
快
適
発
信
都
市
」
の
建
設
に
向
け
、
選
択
と
集
中
に
よ
り
そ
の
必

要
性
や
優
先
度
を
見
極
め
な
が
ら
、
積
極
的
か
つ
重
点
的
に
施
策
を
展

開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
非
常
に
重
要
な
年
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
皆
様
の
要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
そ
し
て
何
よ

り
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
危
機
感
を
持
っ
て
改
革
を
断
行
す
る

と
と
も
に
、
次
世
代
に
繋
ぐ
上
野
原
市
の
振
興
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
年
の
主
要
施
策
と
し
て
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
地

震
対
策
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災
体
制
の
整
備
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
医
療
・
福
祉
の
充
実
や
子
育
て
支
援
の
強
化
、
人
口
減
少
時
代
に

お
け
る
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
・
文
化
の
振
興
、
財
政
基
盤
の
強
化

を
目
指
し
た
企
業
誘
致
や
観
光
資
源
の
発
掘
等
を
考
え
た
産
業
振
興
、

市
民
の
交
流
・
融
和
を
図
る
た
め
の
基
盤
整
備
と
し
て
の
道
路
・
情
報

網
や
駅
周
辺
の
整
備
、
小
さ
な
自
治
体
を
構
築
す
る
た
め
の
市
有
施
設

運
営
の
抜
本
的
見
直
し
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
改
革
等
を
掲
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
具
体
的
な
事
業
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
し
く
変
化
し
、

課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
把
握
し
、
皆
様

の
付
託
に
応
え
新
上
野
原
市
の
礎
を
築
く
た
め
市
政
を
着
実
に
進
め
て

参
る
決
意
で
す
。
本
年
も
尚
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
春
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
。
皆
様
に
は
、

お
体
を
ご
自
愛
さ
れ
、
本
年
が
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市民の拠点となるもみじホールと市役所庁舎
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上
野
原
市
合
併
記
念
式
典

11
月
23
日
、
市
も
み
じ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

上
野
原
市
合
併
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。式

典
に
は
、
約
300
人
の
方
々
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
奈
良

明
彦
上
野
原
市

長
が
「
夢
と
希

望
あ
ふ
れ
る
快

適
発
信
都
市
の

実
現
を
目
指
し

て
、
県
内
で
甲

府
駅
に
次
い
で

2
番
目
に
乗
降

客
が
多
い
J
R

上
野
原
駅
周
辺

の
整
備
や
市
民

が
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
地
域
防
災
力
の
向
上
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
全
国
か
ら
公
募
し
決
定
し
た
上

野
原
市
の
市
章
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
町
村
合
併
功
労
者
総
務
大
臣

表
彰
が
行
わ
れ
、
上
野
原
町
と
秋
山
村
の
合

併
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ
り
、
旧
上
野
原
町

長
の
奈
良
明
彦
上
野
原
市
長
、
旧
秋
山
村
助

役
の
天
野
清
作
上
野
原
市
収
入
役
が
総
務
大

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全国から公募して決定した上野原市章

▲合併功労者総務大臣表彰を受ける天野収入役 ▲合併功労者総務大臣表彰を受ける奈良市長
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市
政
功
労
者
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈

上
野
原
市
合
併
記
念
式
典
に
お
い
て
、
平

成
17
年
市
政
功
労
者
等
表
彰
並
び
に
感
謝
状

贈
呈
が
行
わ
れ
、
上
野
原
市
の
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
た
次
の
方
々
が
、
市
長
か
ら
表
彰
等

さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

《
有
功
》

佐
藤
佳
弘
、
大
庭
忠
義
、
佐
藤
孝
、
安
藤

勝
重
、
小
俣
重
光
、
萩
原
進
、
原
田
稔
、

山
下
仁
、
河
内
郁
夫
、
加
藤
み
つ
江
、
倉

田
清
、
関
戸
勝
治
、
田
中
悟
道
、
臼
井
明

文
《
功
労
》

佐
藤
悦
雄
、
山
崎
偉
光
、
大
神
田
範
英
、

内
藤
明
弘
、
渡
辺
昭
和
、（
故
）佐
藤
正
行
、

相
原
秀
里
、
佐
藤
忠
義
、
古
家
先
勝
、
原

田
保
正
、
舩
木
光
好
、
奈
良
國
雄
、
奈
良

田
文
夫
、
鈴
木
正
彦
、
佐
藤
茂
、
菅
原
弥

生
、
吉
原
恵
子
、
清
水
明
子

《
善
行
》

上
條
芳
子
、
榎
本
貞
次
、
長
田
一
郎
、
上

條
省
三
、
田
島
吉
春
、
裾
野
明
久
、
鷹
取

久
《
合
併
功
労
者
感
謝
状
》

井
上
清
、
奈
良
田
義
景
、
波
多
野
五
郎
、

大
久
保
博
志
、
市
村
秀
雄
、
臼
井
弘
明
、

澤
井
み
よ
子
、
天
野
千
裕
、
安
留
隆
文
、

井
上
清
榮
、
田
中
美
世
子
、
原
田
一
之

《
庁
舎
環
境
整
備
功
労
者
等
感
謝
状
》

降
矢
組
人
、
川
上
比
佐
子
、
清
水
愛
子
、

大
森
大
一
、
榎
本
保
雄
、
上
條
宣
、
臼
井

光
三
、
上
野
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

合
併
記
念
　
農
林
業
ま
つ
り

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ゲ
ー
ラ
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

▲有功

▲合併功労者感謝状

▲農林業まつりでの農林産物直売コーナー

▲子ども向けの遊具▲2回公演のラファエル・ゲーラピアノリサイタル

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
新

市
と
し
て
は
第
1
回
目
と
な
る
合
併
記
念
農

林
業
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
林
業
ま

つ
り
で
は
、
農
林
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー
や
健

康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
下
水
道
コ
ー
ナ
ー
、
子

ど
も
の
遊
具
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
、
多
く
の
人

が
集
ま
り
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
も
み
じ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
合
併
記
念
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ゲ
ー
ラ
ピ

ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
が
2
回
公
演
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・

ゲ
ー
ラ
さ
ん
の
き
れ
い
な
ピ
ア
ノ
の
音
色

に
、
観
客
の
方
た
ち
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。



＊
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
企
業
団
へ

の
統
合
区
域
の
施
設
等
の
準
備
が
整
い
次

第
順
次
統
合
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
統
合
さ

れ
る
ま
で
は
、
現
行
の
と
お
り
上
野
原
市

簡
易
水
道
担
当
で
管
理
し
ま
す
。
統
合
予

定
区
域
外
の
簡
易
水
道
は
、
上
野
原
市
の

簡
易
水
道
担
当
が
引
き
続
き
管
理
し
ま

す
。
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《
東
部
地
域
広
域
水
道

企
業
団
へ
の
統
合
に
向
け
て
》

上
野
原
市
上
水
道
事
業
と
大
月
市
上
水
道

事
業
は
、
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
と
し

て
統
合
さ
れ
ま
す
。
平
成
18
年
4
月
1
日
を

統
合
日
と
し
、
事
業
内
容
の
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
月
よ
り
東
部
地
域
広
域
水
道
企

業
団
の
組
織
紹
介
、
統
合
後
の
各
種
サ
ー
ビ

ス
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
東
部
地
域
広
域
水
道企

業
団
と
は
？
》

上
野
原
市
お
よ
び
大
月
市
の
長
期
的
な
水

需
要
に
対
処
し
、
安
全
で
安
定
し
た
給
水
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
維
持
管
理
水
準
の
向

上
、
経
営
基
盤
の
強
化
、
水
道
未
普
及
地
域

の
解
消
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
大
月
市
七
保
町
下
和
田
に
事
務
所

を
置
き
、
統
合
に
向
け
て
準
備
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

平
成
18
年
4
月
以
後
は
、
大
月
市
七
保
町

の
現
事
務
所
が
企
業
団
の
本
所
と
な
り
、
上

野
原
市
水
道
課
事
務
所
は
、
企
業
団
の
上
野

原
事
務
所
と
し
て
存
続
し
ま
す
。

《
統
合
後
の
変
更
点
》

Ｑ
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
点
は
あ
り
ま
す

か
？

Ａ
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
維
持
す
る
予
定

で
す
。
な
お
、
上
下
水
道
料
金
納
入
通
知

書
が
ハ
ガ
キ
形
式
と
な
る
予
定
で
す
。

Ｑ
統
合
後
は
何
か
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
現
在
上
水
道
を
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
が
行

う
手
続
き
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
水
道
使
用
料
金
は
変
更
が
あ
る
の
？

Ａ
水
道
使
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
整

中
で
す
が
、
変
更
の
な
い
方
向
で
調
整
を

進
め
て
い
ま
す
。

上
野
原
市
水
道
課（
上
水
道
事
業
）と

大
月
市
水
道
事
務
所（
上
水
道
事
業
）が
統
合
し
ま
す

平
成
18
年
4
月
1
日
、
上
野
原
市
上
水
道
事
業
は
東
部
地
域
広
域

水
道
企
業
団
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

水
道
つ
う
し
ん

▲水道企業団の上野原事務所となる現在の水道課

東部地域広域水道企業団 東部地域広域水道企業団

大月市上水道事業

上野原市上水道事業

【現　在】 【平成 18年 4月】
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Ｑ
下
水
道
使
用
料
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
現
行
の
と
お
り
水
道
料
金
と
一
緒
に
納
付

で
き
る
予
定
で
す
。

Ｑ
何
か
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

Ａ
統
合
後
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
お

よ
び
郵
便
局
で
水
道
料
金
の
お
支
払
い
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

支
払
い
が
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で
紹

介
し
ま
す
。

今
後
も
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
へ
の

統
合
に
向
け
て
、
業
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

不
明
な
点
や
疑
問
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

上
野
原
市
水
道
課
の
は
な
し

上
野
原
市
水
道
課
は
、
東
部
地
域
広
域
水

道
企
業
団
に
統
合
さ
れ
、
そ
の
長
い
歴
史
に

幕
を
降
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
数

回
に
わ
た
り
上
野
原
市（
町
）の
上
水
道
の
歴

史
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

当
市
は
、
そ
の
名
の
ご
と
く
段
丘
状
に
形

成
さ
れ
た
高
台
地
に
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら

水
源
に
乏
し
く
、
日
常
の
飲
用
水
は
も
ち
ろ

至総合グラウンド

至葛野 至猿橋

葛野川

桂川

石動団地

コンビニ

東部地域広域
水道企業団

国道20号線

ＪＲ猿橋駅

至上野原市

至大月

※ＪＲ猿橋駅から徒歩8分

ん
雑
用
水
に
い
た
る
ま
で
縦
横
に
掘
削
し
た

井
戸
に
頼
り
、
不
完
全
な
給
水
に
甘
ん
じ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
水
源
は
枯
れ

て
い
き
、
雨
季
に
は
雑
用
水
ま
で
も
濁
り
、

使
用
不
能
な
状
態
に
追
い
込
ま
れ
、
さ
ら
に
、

文
化
向
上
に
よ
る
給
水
量
の
増
加
に
よ
り
水

不
足
が
深
刻
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治

39
年
前
後
の
伝
染
病
の
流
行
に
よ
る
多
大
な

犠
牲
が
契
機
と
な
り
、
水
道
敷
設
の
機
運
が

急
激
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
数
々
の
困
難
を
克
服
し
、
つ
い

に
大
正
2
年
に
給
水
の
開
始
に
こ
ぎ
つ
け
ま

す
。
こ
れ
は
山
梨
県
内
で
も
甲
府
市
に
次
い

で
2
番
目
に
古
い
歴
史
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

〒
4
0
9
―

0
6
2
2

大
月
市
七
保
町
下
和
田
4
1
5

（
蕁
22
―

0
0
9
9

蕭
22
―

5
4
7
2
）

上
野
原
市
水
道
課

〒
4
0
9
―

0
1
1
2

上
野
原
市
上
野
原
3
4
0
5

（
蕁
63
―

0
5
2
3

蕭
63
―

4
2
5
1
）

営
業
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休

業
と
な
り
ま
す
。）

東部地域広域水道企業団マップ

昭
和
12
年
上
野
原
浄
水
場
第
2
次
拡
張
工
事

▲

▲大月市七保町にある水道企業団事務所



対 象 者
①事業所得、不動産所得、譲渡所得、2か
所以上から受ける給与、給与の他に20
万円を超える所得がある方、および給
与収入が2,000万円を超える方など

②給与、年金、配当、原稿料等の所得者
で源泉徴収された税金が過納の方
（還付の確定申告）

③収入があったが、上記①、②の所得税
申告者にも、下記⑤にも該当しない方
（確定申告をする方は必要ありません。）
④収入がなく、だれの扶養にもなってい
ない方（扶養者が上野原市以外にお住
まいの方は、申告してください。）

広報うえのはら　No.11  8

収入および必要経費のわかるもの、源泉徴収票、生命保険・損害保険の支払証明書、国民健康
保険税・介護保険料の支払額のわかるもの、国民年金保険料等の支払いをした旨を証明する書類、
印鑑など。（会場の混雑を避けるため、収入・必要経費の明細、および医療費の領収書等は、あ
らかじめ計算しておいてください。）
※平成17年中の転入者で給与所得のある方や20歳以上の学生などに申告書が届く場合もあります
が、上記⑤に該当する方や学生で収入のない方は、市民税・県民税の申告書の裏面に勤務先や
学校名（学年）等を記入して提出してください。

※事業所得や譲渡所得のある方は、大月税務署での相談・申告をご利用ください。

申告のしかた
申告用紙が税務署から郵送された方、および

郵送されていないが左記の①または②に該当す
る方は、2月16日から3月15日までの間に大月税
務署で申告してください。（②の還付申告は、2
月16日以前でも構いません。）なお、営業などの
青色申告を除く所得税の申告（確定申告）につい
ては、市民税・県民税の申告会場でも受け付け
ますので、ご利用ください。
前年度の申告の状況により、該当すると思わ

れる方に申告用紙を郵送しますが、市役所税務
課にも用意してありますので、左記の対象区分
に該当する方は、次ページに記載してある申告
会場で、3月15日までに申告してください。

区 分

確 定 申 告 が
必 要 な 人

市民税・県民税
（国民健康保険
税・介護保険
料）の申告が必
要 な 人

申告の必要が
な い 人

対象者および申告の方法

⑤給与だけの所得者で、勤務先から市役所へ年末調整済の給与支払報告書が提出されている
方（本人には源泉徴収票）で、上記①、②に該当しない場合は、申告の必要はありません。

申 告 に 持 参
す る も の

そ の 他

所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
は
、
個
人
が
1
年
間（
平
成

17
年
中
）に
得
た
所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
所

得
に
つ
い
て
、
3
月
15
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
被
扶
養
者
以
外
で
下
表
①
〜
④
に

該
当
す
る
方
は
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。（
こ
の
申
告
は
、

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
申
告
を
兼
ね
て
い
ま

す
。）申

告
が
遅
れ
た
り
、
過
少
申
告
を
し
た
場
合
は
、
加
算

税
が
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。ま

た
、
下
表
①
・
③
・
④
に
該
当
す
る
方
で
申
告
が
な

い
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
軽
減
、

高
額
療
養
費
等
の
非
課
税
世
帯
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
申
告
は
お
早
め
に
》

期
限
間
近
に
な
る
と
、
会
場
が
大
変
混
雑
し
て
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早
め
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
は
、
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
は

市
役
所
税
務
課（
蕁
62
―

3
1
1
3
）へ
、
所
得
税
・
消
費
税

に
つ
い
て
は
大
月
税
務
署（
蕁
22
―

3
1
5
1
）ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★振替納税のおすすめ
納税は、便利で確実な口座振替をおすすめします。手続きは簡単にできます。
所得税は大月税務署、市民税・県民税・固定資産税等は市役所税務課または金融機関でお尋ねください。

所所
得得
税税
、、

市市
民民
税税
・・
県県
民民
税税

申申
告告
のの
おお
知知
らら
せせ
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該 当 地 域

奈須部、先祖・丸畑、
諏訪、塚場、新三、八
米、山風呂、向風

新一、新二

本一、本二、本三

原、田町、新田倉、
鶴川、大曽根、小倉、
大倉、大曽根陽光台、
上野山、日野、大椚
羽佐間、小沢、新井、
西シ原、小沢団地、
小沢東団地

仲山・大椚、八ツ沢、松留

他の会場で申告できな
かった方（大目、甲東、
巌、大鶴）
他の会場で申告できな
かった方（島田、棡原、
西原、秋山）
他の会場で申告できな
かった方（上野原）
他の会場で申告できな
かった方（全地区)
他の会場で申告できな
かった方（全地区)

※申告会場の変更
本年度より島田地区の申告会場を市役所島田支所から新田水防会館に変更しました。
また、秋山地区は昨年度の実績により2日を1日に変更しました。

受付日

2/13

（月）

2/15

（水）

2/16

（木）

2/17

（金）

2/20

（月）

2/21

（火）

2/22

（水）

2/23

（木）

2/24

（金）

2/27

（月）

市民税・県民税申告受付（相談）会場日程表

※『所得税・事業税・住民税共同説明会』が行われますので、お知らせします。
●日　時　1月30日（月）午前9時30分～正午
●場　所　もみじホール会議室2
※大月税務署による『消費税・年金受給者の確定申告書作成についての説明会』が行われますので、お知らせします。
●日　時 1月30日（月）午後1時～4時、2月9日（木）午前10時～正午、午後1時～4時
●場　所 もみじホール会議室2
※『税理士による無料相談会』が行われます。税に関する全般の相談に無料で応じますので、お気軽にご利用くださ
い。
●日　時 2月16日（木）、3月2日（木） 午前10時～正午、午後1時～3時
●場　所 もみじホール会議室1

受付日

3/1

（水）

3/2

（木）

3/3

（金）

3/6

（月）

3/7

（火）

3/8

（水）

3/9

（木）

3/10

（金）

3/13

（月）

3/14

（火）

3/15

（水）

受 付 時 間

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30
1:00～ 4:00

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00

申 告 会 場

市 役 所
西 原 支 所

ふ る さ と
長 寿 館

市 役 所
大 目 支 所

市役所巌支所

市 役 所
甲 東 支 所

コモアしおつ
3 丁 目 集 会 所
コモアしおつ
3 丁 目 集 会 所

新田水防会館

新田水防会館

市 役 所
秋 山 支 所

該 当 地 域

初戸、腰掛、田和・上平
藤尾、中群、扁盃、川通

飯尾、下城、郷原、原

沢渡、大垣外、小伏、
井戸
尾続、用竹、椿、猪丸、
日原
日向、花坂、西大野、
東大野、南米沢、高橋
犬目、恋塚、談合坂、新
田、谷後、日留野、大
田、大沢、矢坪
奥平、川合、千足、仲居
牧野、当月、久保、杖突・栃穴
芦垣、和見、瀬渕、東
区
西区、棚頭、荻野、野
田尻
コモアしおつ1丁目
コモアしおつ2丁目
コモアしおつ3丁目
コモアしおつ4丁目
上新田、中新田
下新田
西区、駒門
東区、南区、田野入

秋山地区

受付時間

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00

申 告 会 場

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室

※当日の混雑状況により、午前中の受付時間を繰り上げる場合があります。



焚き火、その他日常生活を営むうえで通常行われる廃棄
物の焼却であって軽微なもの
例；落ち葉焚き、焚き火、キャンプファイヤー
農業、林業を営むためやむを得ないものとして行われる
廃棄物の処理
例；稲わら、田や畑の法面等の草の焼却、伐採した枝の
焼却など
風習、慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃
棄物の焼却
例；どんど焼き等の地域の行事における不用となった門
松やしめ縄などの焼却
国、地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な
廃棄物の焼却
例；河川管理者による河川管理をするために伐採した草
木等の焼却
震災、風水害その他の災害の予防、応急対策および復旧
のために必要な廃棄物の焼却
例；災害時における木屑の焼却、道路管理のために剪定
した枝等の焼却

野焼きの例外一覧表

1

2

3

4

5
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知っていますか？
野焼きの禁止野焼きの禁止

「
近
所
で
野
焼
き
を
し
て
い
て
、
煙
や
臭
い
が
出
て
、
大
変
に

迷
惑
し
て
い
ま
す
。」
と
い
う
苦
情
が
、
最
近
頻
繁
に
市
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

地
面
へ
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ド
ラ
ム
缶
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積

焼
却
や
簡
易
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
行
為
は
野
焼
き
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
原
則
的
に
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

左
表
の
よ
う
に
野
焼
き
の
例
外
と
し
て
規
定
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ

て
も
、
安
易
に
焼
却
せ
ず
、
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
焼
き
は
な
ぜ
い
け
な
い
の
？

野
焼
き
は
、
そ
の
煙
が
悪
臭
や
大
気
汚
染
を
引
き
起
こ
し
、
周
辺
へ
の

迷
惑
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
野
焼
き
で
は
、
通
常
焼
却
温
度
が
200
度
か
ら
300
度
程
度
に
し

か
な
ら
な
い
た
め
、
燃
や
す
も
の
に
よ
っ
て
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
原

因
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

燃
や
さ
ず
に
ゴ
ミ
で
出
そ
う
！

事
業
所
で
事
業
活
動
に
よ
っ
て
発
生
し
た
廃
棄
物
は
、
各
事
業
所
で
処

分
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
家
庭
か
ら
出
る
（
燃
え
る
ご
み
・
資
源

ご
み
・
粗
大
ご
み
）
は
、
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
分
で
き
ま
す
。
決

め
ら
れ
た
日
に
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
分
別
し
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
防
止
で
パ
ト
ロ
ー
ル

11
月
24
日
、
県
下
一
斉
に
野
焼
き
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

が
実
施
さ
れ
、
市
内
に
お
い
て
数
件
の
疑
わ
し
き
状
況

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
適
法
に
該
当
し
た
も
の
が
3

件
、
指
導
お
よ
び
改
善
を
促
し
た
も
の
が
2
件
あ
り
ま

し
た
。罰

則
は
あ
る
の
？

野
焼
き
を
行
っ
た
者
に
は
５
年
以
下
の
懲
役
、
1
千

万
円
以
下
の
罰
金
の
い
ず
れ
か
又
は
両
方
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。（
廃
掃
法
第
25
条
1
項
第
10
号
）

ま
た
、
県
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
生
活

環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
中
「
野
外
に
お
け
る
燃
焼

行
為
の
禁
止
に
つ
い
て
」
見
直
し
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

要注意 上記は例外とはなっていますが、特に住宅地に近い
場所などでは煙や灰による苦情につながります。また、日常
的に行っている場合には軽微とは言えなくなりますので、付
近への充分な配慮が必要となります。



《高齢者を狙う悪質商法》ＮＯ.2

●相談窓口 上野原警察署（蕁63―0110） 消費生活センター（蕁055―235―8455）
県民相談センター（蕁055―223―1366） 市役所生活環境課生活環境担当（蕁62―3114）

今すぐ工事をしないと危険・・・！
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下
水
道
供
用
開
始
区
域
内（
下

水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
）に
居

住
す
る
み
な
さ
ん
は
、
家
庭
の
台

所
や
ト
イ
レ
、
風
呂
、
洗
面
所
な

ど
か
ら
流
さ
れ
る
生
活
排
水（
雨

水
以
外
）の
す
べ
て
を
公
共
下
水

道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

《
排
水
設
備
と
は
》

「
排
水
設
備
」
は
、
生
活
排
水

を
公
共
下
水
道
ま
で
流
す
た
め
の

排
水
管
や
汚
水
ま
す
な
ど
の
設
備

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
排
水
設
備

は
、
み
な
さ
ん
の
個
人
的
な
財
産

と
な
り
ま
す
の
で
個
人
負
担
で
設

置
し
、
管
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

《
設
備
の
設
置
は「
遅
滞
な
く
」》

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
る

と
、
市
は
「
供
用
開
始
」
の
告
示

を
し
ま
す
。
区
域
内
の
家
庭
で
は
、

供
用
開
始
さ
れ
た
ら
「
遅
滞
な
く

（
概
ね
1
年
以
内
）」
排
水
設
備
工

事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
下
水
道
法
第
10
条
）

な
お
、
既
設
の
し
尿
浄
化
槽

（
単
独
浄
化
槽
）、
合
併
処
理
浄
化

槽
が
あ
る
場
合
は
廃
止
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
く
み
取
り
便
所
は
供
用

開
始
の
日
か
ら
「
3
年
以
内
」
に

水
洗
便
所
に
改
造
し
て
く
だ
さ

い
。（
下
水
道
法
第
11
条
3
項
）

《
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
で
》

水
洗
便
所
の
改
造
や
家
回
り
の

排
水
管
・
汚
水
ま
す
な
ど
の
排
水

設
備
工
事
は
、
市
の
指
定
し
た
工

事
店
で
な
け
れ
ば
工
事
で
き
ま
せ

ん
。工

事
店
に
は
設
計
・
施
工
管
理

に
、
一
定
の
技
術
を
持
っ
た
責
任

技
術
者
が
い
て
、
み
な
さ
ん
が
安

下
水
道
の
は
な
し

【無料点検商法】 ●床下換気扇・白アリ駆除・布団・耐震工事・屋根工事など

「無料点検」と言われても安易に契約してはいけません。
高額な契約は家族と相談してから。

点検に来たと言って訪問し、「白アリの被害がある」
「工事をしないと家が傾く」「布団にダニがいる」などと、
事実と異なることを言って、不安をあおり、高額な契約
をさせます。

※強引な方法で契約が成立していても、自分にその意思
がなければ多くは法的にも救われます。不用意にお金
を支払ったり、連絡したりする方がはるかに危険なの
です。

心
し
て
依
頼
で
き
る
用
件
を
満
た

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
で
は
排

水
設
備
工
事
に
一
定
の
基
準
を
設

け
、
指
定
工
事
店
に
対
し
て
指
導

を
行
な
っ
て
い
て
、
現
在
は
57
営

業
所
が
市
の
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。指

定
工
事
店
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当（
蕁
62
―

3
1
4
5
） ▲急ピッチで進む下水道工事（上野原地区新町の南裏線工事現場）

11月25日撮影



介
護
保
険
制
度
改
正

平
成
12
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介

護
保
険
制
度
も
5
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
介
護
保
険
法
附
則
第
2
条

の
規
定
に
よ
り
、
制
度
全
般
に
わ

た
る
見
直
し
が
行
わ
れ
、
国
会
に

お
い
て
「
介
護
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
18
年

4
月
か
ら
制
度
の
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

《
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
》

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

軽
度
認
定
者（
要
支
援
・
要
介

護
1
の
一
部
）の
要
介
護
状
態
の

軽
減
、
状
態
維
持
を
目
的
と
し
た

「
新
予
防
給
付
」と
、
要
介
護
状
態

に
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
対

象
に
介
護
予
防
を
実
施
す
る
「
地

域
支
援
事
業
」の
2
つ
の
取
り
組

み
が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
す
。

①「
新
予
防
給
付
」

介
護
認
定
審

査
会
に
お
い
て
、
介
護
予
防
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
判
定
さ

れ
た
軽
度
認
定
者
に
対
し
て
提

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
従

前
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が

「
介
護
予
防
訪
問
介
護
」と
い
う

よ
う
に
、
介
護
予
防
の
視
点
か

ら
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

②「
地
域
支
援
事
業
」

介
護
認
定

は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
要
介
護

状
態
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢

者
に
対
し
、
介
護
予
防
を
目
的

に「
運
動
機
能
の
向
上
」や「
栄

養
指
導
」と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

《
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
創
設
》

中
立
・
公
正
な
立
場
か
ら
、
地

域
に
お
け
る「
介
護
予
防
事
業
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」や「
総
合
相
談
・

支
援
」、「
処
遇
困
難
ケ
ー
ス
へ
の

対
応
」等
を
行
う
機
関
と
し
て
新

た
に
市
町
村
等
へ
の
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に

は
、
社
会
福
祉
士
・
保
健
師
等
・

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
3
職

種
が
必
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
19
年
度
内
に
全
市
町
村
に
設
置

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
先
に
掲
げ
た

新
規
事
業
を
推
進
し
、
高
齢
者
に

対
す
る
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）

歯
の
検
診
を

受
け
て
い
ま
す
か
？

市
で
は
、
総
合
健
診
と
1
日
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
方
の
中

で
、
希
望
者
に
歯
周
疾
患
検
診
受

診
票
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の

受
診
票
を
市
内
の
指
定
歯
科
医
院

に
持
参
す
る
と
、
歯
科
検
診（
歯

や
歯
肉
の
状
況
）に
つ
い
て
無
料

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
平
成
16
年
度
の
状
況
》

昨
年
度
の
受
診
票
発
行
98
人
の

う
ち
、
31
人
の
方
が
受
診
さ
れ
ま

し
た
。（
別
表
1
）
40
歳
未
満
で
の

受
診
者
が
16
％
と
低
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
健
全
歯
が
10
本
未
満

の
人
が
約
半
数
近
く
い
ま
す
。（
別

表
2
）

《
歯
周
疾
患
の
状
況
》

歯
周
疾
患
は
20
歳
代
後
半
で
、

す
で
に
約
8
割
の
人
が
罹
患
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
40
歳
代
で
は
歯
を
喪
失
す
る
原

因
の
第
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
歯
と
口
の
疾
患
は

全
身
の
様
々
な
疾
患
を
引
き
起
こ

す
原
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
口
の
中
が
歯
肉
の

炎
症
や
う
み
で
汚
れ
た
状
態
に
な

る
と
、
繁
殖
し
た
細
菌
が
粘
膜
や

血
液
を
通
っ
て
全
身
を
回
り
、
心

臓
や
肺
、
腎
臓
な
ど
に
炎
症
を
起

こ
し
ま
す
。
歯
の
健
康
は
、
全
身

の
健
康
に
つ
な
が
る
と
言
え
ま

す
。

《
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法
》

歯
磨
き
を
す
る
際
、
歯
や
歯
肉

の
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
か
？

以
下
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
冷
た
い
も
の
や
熱
い
も
の
、
甘

い
も
の
を
食
べ
る
と
し
み
る
。

・
歯
肉
が
腫
れ
て
い
る
。

・
歯
肉
の
色
が
赤
紫
色
に
な
っ
て

い
る
。

・
歯
を
磨
く
と
出
血
す
る
こ
と
が

あ
る
。

・
硬
い
も
の
が
か
み
に
く
い
。

・
口
臭
が
強
い
。

ど
れ
か
一
つ
で
も
あ
る
場
合
、

で
き
る
限
り
早
く
歯
科
医
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

《
歯
周
疾
患
の
予
防
》

①
1
日
3
回
、
毎
食
後
3
分
以
内

に
3
分
以
上
か
け
て
歯
磨
き
を

す
る
。

②
カ
ル
シ
ウ
ム
を
中
心
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
事
を
摂
る
。

③
タ
バ
コ
を
節
煙
・
禁
煙
す
る
。

④
ス
ト
レ
ス
・
疲
労
を
た
め
な

い
。

⑤
歯
ぎ
し
り
や
歯
を
食
い
し
ば
る

く
せ
を
直
す
。

さ
ら
に
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
を
持
ち
、
半
年
か
ら
1
年
に
1

回
は
定
期
的
な
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

歯
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

常
に
予
防
が
大
切
で
す
。
家
族
み

ん
な
で
歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う
。

0

1

2

3

4

5

75
〜
79
歳

70
〜
74
歳

65
〜
69
歳

60
〜
64
歳

55
〜
59
歳

50
〜
54
歳

45
〜
49
歳

40
〜
44
歳

35
〜
39
歳

30
〜
34
歳

歯周疾患検診受診者 31人の年齢構成（表 1）

0

2

4

6

8

10

20
本
以
上

15
〜
19
本

10
〜
14
本

6
〜
10
本

5
〜
9
本

1
〜
4
本

0
本

健全歯の状況（表 2）



1 問い合わせ
子育て支援担当
電話 62-3115
保健担当
電話 62-4134
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★乳幼児健診（1/4～2/10までの予定）
《上野原会場》

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※対象児にはお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「こどもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　　時 1月30日（月） 予約制となります。
◎ス タ ッ フ　心理相談員・保健師
◎対　　　象　市内在住の0歳～就学前までのお子

さんと保護者
◎申込み方法 電話でお申し込みください。

★１日人間ドック（働きざかり花の実年検診）
◎対 象 者 市内に住民票のある35歳以上の方

（今年度中に35歳になる方も含む）
◎場　　所 ①市立病院 ②ＪＡ厚生連（甲府市）
◎検 診 日 ①毎週木曜日②ＪＡ厚生連へ直接お問

い合わせください。
◎検 診 料 自己負担金 男性8,000円

（昼食代含む） 女性8,600円
◎申込み先　①市立病院（蕁62－5121）

②山梨県厚生連健康管理センター
（蕁0120－28－5592）

※オプション検査もありますので、詳細は各施設
へお問い合わせください。

※今年度中に45歳・55歳・60歳・65歳になる女性
の方は乳がん検診（マンモグラフィ検査、自己
負担金700円）を受診するようにしてください。

★健康相談（1/4～2/10までの予定）
《血糖が気になる人の健康相談》

◎対 象 者 市内にお住まいの40歳以上の方
◎内　　容　血圧測定、血糖測定、体重測定、健康

相談、尿検査等
◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交付します。）

筆記用具
《血圧が気になる人の健康相談》

◎対 象 者 市内にお住まいの40歳以上の方
◎内　　容　日常生活の過ごし方などの個別相談
◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交付します。）

筆記用具
※秋山地区の健康相談では、母子健康手帳交付、
妊婦・乳幼児相談も行います。

保健担当保健担当

持　ち　物
母子健康手帳
バスタオル・問診票
母子健康手帳
バスタオル・問診票
母子健康手帳
バスタオル・問診票
母子健康手帳
歯ブラシ・問診票
母子健康手帳
歯ブラシ・問診票
母子健康手帳・歯ブラシ
コップ・問診票・早朝尿

母子健康手帳
歯ブラシ・問診票

3～4
か月児

9～10
か月児

1 歳
6か月児

3 歳 児

2 歳 児
歯科健診

該当児
平成17年
9月生
平成17年
3月生
平成17年
4月生
平成16年
6月生
平成16年
7月生
平成14年
10月生
平成15年
12月・平
成16年1
月上旬生

実施日
1月27日
（金）
1月11日
（水）
2月1日
（水）
1月13日
（金）
2月10日
（金）
1月18日
（水）

1月16日
（月）

実施日
1月10日（火）
1月13日（金）
1月17日（火）
1月18日（水）
1月23日（月）
2月 3日（金）
2月 8日（水）

時　　　間
午後 2：00～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30

場　　　所
秋 山 公 民 館
ふるさと長寿館
甲 東 支 所
ＪＡクレイン大鶴支店
巌 支 所
コモア1丁目集会所
保健センター

実施日
1月11日（水）
1月12日（木）
1月16日（月）
1月20日（金）
1月25日（水）
2月 7日（火）

時　　　間
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午前 9：30～ 11：00
午後 1：30～ 3：30
午後 2：00～ 3：30

場　　　所
島 田 支 所
コモア1丁目集会所
保健センター
西 原 支 所
大 目 支 所
秋 山 公 民 館



く
、
通
行
量
の
多
い
県
・
市
道
を

優
先
し
、
除
雪
を
行
っ
て
い
る
た

め
細
部
ま
で
除
雪
が
行
き
届
か
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

降
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
自

宅
周
辺
の
道
路
・
通
学
路
等
の
除

雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
除
雪
に
あ
た
っ
て
次
の

マ
ナ
ー
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

◎
宅
内
の
排
除
雪
は
宅
内
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
排
除
雪
を
道
路
に
持
ち
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◎
排
除
雪
を
水
路
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
道
路
河

川
担
当（
蕁
62
―

3
1
2
3
）

人
工
透
析
患
者
に

通
院
交
通
費
を
助
成

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
で
、

人
工
透
析
の
た
め
市
外
の
医
療
機

関
に
通
院
し
て
い
る
方
に
、
通
院

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
金
額
は
、
公
共
の

交
通
機
関
の
乗
車
賃
を
基
準
と

し
、
助
成
限
度
額
は
月
額
5
千
円

で
す
。

な
お
、
申
請
に
は
所
定
の
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

消
防
団
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
生
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
信
頼

と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
日
ご

ろ
か
ら
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

是
非
、
こ
の
機
会
に
そ
の
成
果

を
ご
覧
に
な
り
、
防
火
防
災
の
意

識
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
1
月
8
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分
頃

●
場
所
　
旧
上
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
内
容
　
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
に

合
わ
せ
た
分
列
行
進
、
島
田
・

秋
山
第
一
分
団
の
消
防
操
法
、

消
防
協
力
者
に
対
す
る
各
種
表

彰
な
ど
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
庶

務
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

駅
伝
競
走
大
会
に
伴
う

交
通
規
制
等
の
お
知
ら
せ

第
1
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大

会
の
実
施
に
伴
い
、
１
月
15
日

（
日
）に
、
次
の
と
お
り
交
通
規
制

等
が
行
わ
れ
ま
す
。（
15
日
が
悪
天

候
等
で
中
止
の
場
合
は
、
22
日

（
日
）に
延
期
と
な
り
ま
す
。）

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
伴
走
の
禁
止
　
事
故
防
止
と
走

者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
伴
走

（
走
者
応
援
の
た
め
コ
ー
ス
内

を
車
や
バ
イ
ク
等
で
通
行
す
る

こ
と
）が
コ
ー
ス
全
線
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
交
通
規
制

①
午
前
10
時
40
分
頃
〜
11
時
30
分
頃

（
小
学
の
部
）

上
野
原
小
学
校
屋
内
運
動
場
前

〜
羽
佐
間
区
観
音
堂
入
口
付
近

ま
で
の
道
路（
市
道
北
裏
線
）

②
午
前
11
時
55
分
頃
〜
午
後
０
時
５

分
頃
（
一
般
・
そ
の
他
の
部
ス
タ
ー

ト
時
）

国
道
20
号
　
新
町
二
丁
目
交
差

点（
ハ
リ
カ
前
）〜
本
町
三
丁
目

交
差
点（
大
和
屋
薬
局
前
）

③
午
後
0
時
40
分
頃
〜
2
時
頃

国
道
20
号
　
上
野
原
高
校
入
口

交
差
点
お
よ
び
上
野
原
署
東
交

差
点（
市
役
所
前
）

【
選
手
へ
の
応
援
に
つ
い
て
】

走
者
、
応
援
者
、
一
般
車
輌
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
警
察
や

交
通
安
全
協
会
お
よ
び
交
通
指
導

員
の
指
示
に
従
い
、
沿
道
で
の
応

援
に
つ
い
て
は
、
歩
道
等
の
安
全

な
場
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ー
ス
内
に
お
け
る
車

輌
の
駐
停
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
各
中
継
所
の
走
者
通
過
予
想
時

間《
大
鶴
小
学
校
前
》
午
後
0
時

10
分
頃
、《
甲
東
小
バ
ス
停
前
》
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市
で
は
臨
時
職
員（
社
会
福

祉
士
）を
募
集
し
ま
す

上
野
原
市
で
は
、
次
の
と
お
り

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集

社
会
福
祉
士
　
1
名

●
受
験
申
込
み

1
月
4
日（
水
）

〜
1
月
20
日（
金
）ま
で
に
履
歴

書
お
よ
び
社
会
福
祉
士
の
資
格

書
類
を
、
福
祉
環
境
部
長
寿
健

康
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
募
集
条
件

臨
時
職
員
で
1
年

間
の
雇
用（
平
成
18
年
4
月
1

日
〜
平
成
19
年
3
月
31
日
）

●
問
い
合
わ
せ
　
長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）

平
成
18
年
上
野
原
市
消
防
団

出
初
式
を
挙
行
し
ま
す

上
野
原
市
消
防
団
で
は
、
年
の

初
め
に
火
災
や
災
害
の
な
い
一
年

で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
次
の
と

お
り
出
初
式
を
挙
行
し
ま
す
。

午
後
0
時
20
分
頃
、《
矢
坪
橋
》

午
後
0
時
30
分
頃
、《
大
野
貯
水

池
》
午
後
0
時
40
分
頃
、《
旧
へ

そ
ま
ん
前
》
午
後
0
時
55
分
頃
、

《
ゴ
ー
ル（
市
役
所
玄
関
前
）》

午
後
1
時
10
分
頃

●
問
い
合
わ
せ
　
大
会
事
務
局

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

小
学
校
の
入
学
通
知
は

1
月
中
に
送
付
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
10

月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
名
簿
を
作
成
し
、
1
月

末
日
ま
で
に「
小
学
校
の
入
学
通

知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

何
ら
か
の
理
由
で「
入
学
通
知

書
」が
届
か
な
か
っ
た
場
合
や
平

成
17
年
10
月
1
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
8
）

市
道
・
通
学
路
の

除
雪
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
道
路
面
へ
の
積
雪
が

概
ね
10
㎝
を
超
え
た
場
合
、
除
雪

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
併
に

よ
り
道
路
の
路
線
数
が
882
本
と
多



登
載
資
格
者
は
、
上
野
原
市
内

に
住
所
を
有
す
る
昭
和
61
年
4

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で

①
10
ア
ー
ル
以
上
耕
作
の
業
務
を

営
む
方

②
①
の
同
居
の
親
族
、
ま
た
は
、

そ
の
配
偶
者
で
年
間
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
す
る
方

た
だ
し
、
農
地
を
借
り
て
耕
作

し
て
い
る
方
で
、
使
用
貸
借
・

賃
借
権
の
設
定
に
つ
い
て
農
業

委
員
会
の
許
可
等
を
受
け
て
い

な
い
場
合
は
、
そ
の
農
地
は
耕

作
面
積
に
含
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
名
簿
登
載
者
は
農
業
委
員
会
委

む
ね
60
歳
以
上
の
方
で
、
健
康

で
学
習
意
欲
の
あ
る
方
。

●
修
業
年
限

2
年

●
募
集
期
間

1
月
23
日（
月
）〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）

●
学
費
な
ど

基
本
学
習
費
を
徴

収
し
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活

動
・
研
修
旅
行
に
要
す
る
経

費
、
学
習
場
所
へ
の
交
通
費
・

教
材
費
・
勧
学
院
バ
ッ
チ
代
・

傷
害
保
険
な
ど
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
士

北
麓
・
東
部
教
育
事
務
所（
蕁

45
―

7
8
2
1
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の

提
出
に
つ
い
て

上
野
原
市
農
業
委
員
会
で
は
、

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
を
各
地
区
の
農
事
組
合

長（
秋
山
地
区
は
各
区
長
）へ
12
月

中
に
送
付
し
て
い
ま
す
。（
一
部
の

地
区
は
回
覧
に
よ
っ
て
送
付
）

1
月
1
日
現
在
で
、
次
の
資
格

要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
書

を
農
事
組
合
長（
秋
山
地
区
は
各

区
長
）、
ま
た
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
1
月
10
日（
火
）ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
格
要
件

員
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙

権
と
被
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
は

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
2

月
23
日
か
ら
15
日
間
市
役
所
で
行

い
ま
す
。
脱
漏
ま
た
は
誤
載
が
あ

る
と
き
は
異
議
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
請
し
た
い
方
で
用
紙
が
届
か

な
い
方
は
、
各
地
区
の
農
事
組
合

長（
秋
山
地
区
は
各
区
長
）、
ま
た

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

③
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
規
程
に

よ
る
登
録
業
者
）

④
地
質
調
査（
地
質
調
査
業
者
登

録
規
程
に
よ
る
登
録
業
者
）

各
業
種
と
も
国
土
交
通
省
統
一

様
式
と
し
ま
す
。
申
請
用
紙
は
、

各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
要
領
は
、
本
庁
・

各
支
所
に
告
示
し
て
あ
り
ま

す
。（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。）

●
受
付
期
間
　
1
月
4
日（
水
）〜

31
日（
火
）午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

●
受
付
場
所
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

総
務
課
管
財
担
当（
蕁
62
―

3
1

1
7
）

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

北
都
留
学
園
学
生
募
集

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
北
都
留

学
園
で
は
、
平
成
18
年
度
入
学
生

を
募
集
し
ま
す
。「
生
き
が
い
の

創
造
と
地
域
文
化
の
振
興
」
が
勧

学
院
の
ね
ら
い
で
す
。
長
年
培
っ

て
き
た
知
識
や
技
能
を
さ
ら
に
磨

き
、
県
下
９
学
園
に
集
う
仲
間
と

と
も
に
、
ふ
る
さ
と
山
梨
・
日
本

の
心
・
現
代
社
会
な
ど
に
つ
い
て

共
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
募
集
人
数

北
都
留
学
園
40
名

●
入
学
資
格

県
内
在
住
の
お
お

検
察
審
査
員
候
補
者
の

選
定
に
ご
協
力
を

検
査
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
の

あ
る
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
11

人
の
検
査
審
査
員
が
、
国
民
を
代

表
し
て
、
検
察
官
が
起
訴
し
な
か

っ
た
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
機
関
で
す
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選

挙
人
名
簿
に
基
づ
い
て
、
上
野
原

市
の
検
察
審
査
員
の
候
補
者
予
定

者
58
人
を
く
じ
で
選
び
ま
す
。
選

ば
れ
た
方
に
は
、
検
察
審
査
員
候

補
者
名
簿
へ
の
登
載
を
通
知
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
防

災
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
追
加
受
付

平
成
18
年
度
に
上
野
原
市
で
行

う
建
設
工
事
等
の
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
申
請
の
追
加
受
付
を
実

施
し
ま
す
。
資
格
審
査
を
希
望
す

る
方
は
、
次
の
要
領
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
対
象
業
種

①
建
設
工
事（
建
設
業
法
に
よ
る

許
可
業
者
）

②
測
量（
測
量
法
に
よ
る
登
録
業

者
）
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区　　　分 日　　　時 場　　所

子供の心配ごと相談

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

子供のいじめ相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

12日・26日 市老人福祉センター

市老人福祉センター
63-3444

奈良貞夫さん宅
63-1029

もみじホール相談室

もみじホール
会議室１

町商工会

織物工業協同組合

午前  10：30 ～ 午後 4：00
毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前 10：00 ～ 午後 3：00
11日
午前 10：00 ～ 　　正　午
毎日
午後 6：00 ～ 午後 9：00

12日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　（祝日を除く）
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

1月の相談日

63-5700
0120-28-7830

午前 10：00 ～ 午後 3：00
24日

16日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

もみじホール
3階和室

市役所会議室A
秋山公民館



科
目
生
は
18
歳
以
上
な
ら
誰
で

も
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す
。

●
出
願
受
付
期
間
　
平
成
17
年
12

月
15
日（
木
）〜
平
成
18
年
2
月

28
日（
火
）ま
で

※
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、
随
時
一
日
体
験
入
学
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

学
習
方
法
や
授
業
内
容
に
関

心
・
疑
問
の
あ
る
方
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
体
験
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放

送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

（
蕁
0
5
5
―

2
5
1
―

2
2
3

8
）放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/

自
衛
隊
生
徒
・
自
衛
隊
貸
費

学
生
・
２
等
陸
・
海
・
空
士

募
集細

部
は
、
大
月
募
集
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
自
衛
隊
生
徒
》

●
資
格

平
成
18
年
4
月
1
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
、
中
卒
（
見
込
み
）

●
受
付
期
間

1
月
10
日（
火
）ま

で
●
試
験
日

1
次
1
月
14
日（
土
）

2
次
1
月
27
日（
金
）

《
貸
費
学
生（
技
術
）》

国
保
直
営
歯
科

診
療
所
で
は
歯
科
診
療
を

開
始
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
直
営
歯
科
診
療

所（
秋
山
診
療
所
歯
科
）は
次
の
と

お
り
診
療
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

●
診
療
開
始

平
成
17
年
12
月
5

日（
月
）か
ら

●
医
師

遠
藤
勝
歯
科
医
師

●
診
療
日

毎
週
月
・
水
・
金
曜

日（
た
だ
し
、
診
療
日
が
祝
日

の
場
合
は
休
診
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

●
診
療
受
付
時
間

午
前
9
時
〜
正
午

午
後
2
時
〜
5
時
30
分

※
12
月
29
日
〜
翌
年
1
月
3
日
は

年
末
年
始
休
診
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
保
年

金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

※
歯
科
診
療
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
直
接
歯
科
診
療
所（
蕁

56
―

2
8
7
7
）へ
お
願
い
し
ま

す
。

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

「
放
送
大
学
」

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
お
よ
そ
300
科
目
あ

る
授
業
か
ら
、
1
科
目
だ
け
を
学

ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

現
在
、
平
成
18
年
度
第
1
学
期

（
4
月
入
学
）教
養
学
部
生
お
よ
び

大
学
院
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
入
学
資
格

教
養
学
部
は
15
歳

以
上
な
ら
誰
で
も
無
試
験
で
入

学
で
き
ま
す
。

大
学
院
の
修
士
選
科
生
・
修
士
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な

課題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしてい
ますので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおお

むね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課企画調整担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

1月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、1月23日（月）午前9時から11時です。

●
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
18
年
4
月
1
日
現
在
、
理
学

部
・
工
学
部（
専
攻
学
科
の
指

定
有
り
）の
第
3
年
次
、
第
4

年
次
ま
た
は
大
学
院
修
士
課
程

に
在
学
す
る
者（
年
齢
制
限
有

り
）

※
指
定
専
攻
学
科
お
よ
び
年
齢
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
受
付
期
間

1
月
19
日（
木
）ま

で

●
試
験
日

2
月
5
日（
日
）

《
2
等
陸
海
空
士（
男
子
）》

●
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
い
ま
す
。

●
試
験
日

1
月
27
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

大
月
募
集
事
務

所（
蕁
22
―

1
2
9
8
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.yam

anashi.plo.j
da.go.jp

上野原市民カレンダーを
作成しました

上野原市の景色や祭りなどの写真等
や、市の行事やごみの収集日日程表を
掲載した上野原市民カレンダーを作成
しました。まだ、届いていない場合は
市役所企画課、市民課、各支所、市ク
リーンセンターに用意してありますの
でご活用ください。
●問い合わせ　
企画課企画調整担当（蕁62－3118）



3
4
0
9
）

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
在
職
者
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
2
回
目
》

●
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し

た
文
書
作
成
の
で
き
る
方

●
日
程

3
月
2
・
3
・
6
・

7
・
9
・
10
日
の
6
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
8
時
50
分

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

都
留
高
等
技
術
専
門
校（
蕁
43
―
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
（
大
月
保
健
所
）

大
月
市
大
月
町
花
咲
1
6
0
8
―
3
（
蕁
22
│

7
8
2
4
）

花
粉
症
に
つ
い
て

花
粉
症
は
花
粉
に
よ
っ
て
生
じ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
総
称
で
あ

り
、
主
に
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
が
生
じ
ま

す
。
推
定
さ
れ
る
患
者
は
、
国
民

の
お
よ
そ
16
％
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

花
粉
症
の
原
因
の
約
70
％
は
、

ス
ギ
花
粉
症
だ
と
推
察
さ
れ
て
い

ま
す
。
ス
ギ
の
花
粉
は
雄
花
の
中

で
作
ら
れ
、
年
を
越
し
て
暖
か
く

な
り
始
め
る
と
、
雄
花
は
開
花
し

て
花
粉
が
一
斉
に
飛
び
始
め
ま

す
。花

粉
症
の
治
療
は
対
症
療
法
と

根
治
療
法
が
あ
り
ま
す
が
、
治
療

を
季
節
前
か
ら
行
う
と
よ
り
効
果

的
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機

関
に
相
談
し
て
適
切
な
治
療
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
の
予
防
は
防
御
器
具

（
マ
ス
ク
・
メ
ガ
ネ
等
）が
有
効
で

す
。
ま
た
、
粘
膜
を
傷
つ
け
る

「
た
ば
こ
」は
避
け
ま
し
ょ
う
。
規

則
正
し
い
生
活
や
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
、
室
内
環
境
を
き
れ
い

に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

看
護
職
員
再
就
業
相
談

ー
あ
な
た
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
ー

世
界
に
類
を
見
な
い
高
齢
化
に

直
面
し
て
い
る
私
た
ち
は
、
健
康

で
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、

心
身
と
も
に
健
康
な
子
ど
も
た
ち

を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
少
子
高
齢
化
の
課
題

に
対
し
て
、
保
健
師
・
助
産
師
・

看
護
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

方
々
に
し
か
出
来
な
い
仕
事（
訪

問
看
護
、
病
院
、
診
療
所
・
老
人

介
護
系
施
設
、
福
祉
施
設
等
）が

多
く
あ
り
、
み
な
さ
ん
の
パ
ワ
ー

を
社
会
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

で
、
再
び
看
護
の
仕
事
を
始
め
て

み
た
い
と
お
考
え
の
方
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
は
随
時
行
い
、
個
人
情
報

は
厳
守
し
ま
す
の
で
遠
慮
な
く

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
士
北
麓
・
東

部
地
域
振
興
局（
大
月
保
健
所
）

健
康
支
援
課（
蕁
22
―

7
8
2
7
）

伝
　
　
言
　
　
板

地　区
大　目
甲　東
巌
大　鶴
島　田
上野原
棡　原
西　原
秋　山
合　計

総数
1,216
1,246
6,440
1,210
2,489
12,025
1,380
851
2,129
28,986

女
631
620
3,220
617
1,275
5,941
679
421
1,051
14,455

男
585
626
3,220
593
1,214
6,084
701
430
1,078
14,531

世帯数
359
362
2,412
363
877
4,489
458
339
601

10,260

国勢調査結果速報
上野原市の人口は28,986人
平成17年10月1日を基準日として実施された国

勢調査へのご協力ありがとうございました。
このほど、上野原市の集計結果速報がまとま

りましたので発表します。
人口は28,986人、世帯数は10,260世帯で前回

平成12年の旧上野原町と旧秋山村の合算した数
値と比べ、人口は30,157人から1,171人の減少、
世帯数は10,012世帯から248世帯の増加となりま
した。地区別では、巌地区が前回に比べ191人増
加しているものの、他の地区ではそれぞれ減少
しています。
なお、この数値は速報数値のため、総務省の

公表結果と異なる場合があります。

平成17年国勢調査における地区別の人口と世帯数

1
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
月
2
回
も

み
じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を「
子
育
て

プ
レ
イ
ル
ー
ム
」と
し
て
開
放
し

て
い
ま
す
。
親
子
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
、
情
報
交
換
の
場
所
と

し
て
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

1
月
11
日（
水
）・
1
月

25
日（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
一
度
申
し
込

み
を
さ
れ
た
方
は
、
再
度
申
し

込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

8
9
1
1
）

経
営
専
門
家
に
よ
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

経
営
の
手
法
や
諸
問
題
、
経
営

の
改
善
、
独
立
・
開
業
を
目
指
す

方
々
や
事
業
転
換
を
お
考
え
の

方
、
経
営
専
門
家
が
個
別
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
日
時
　
1
月
18
日（
水
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

●
場
所

町
商
工
会
館

●
講
師

中
小
企
業
診
断
士
　
荒

居
正
次
先
生

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

郡
内

地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
蕁
43
―

7
4
4
4
）



婚

姻

巌
地
区

芹
川
翔
一
朗

し
ょ
う
い
ち
ろ
う（

文
男
）、
久
保
晴
斗

は
る
と

（
慶
光
）、
尾
形
葵
衣

あ
お
い（

幸
男
）

上
野
原
地
区

和
田
悠は

る
か（

司
）、
岡
部
夏
歩

か

ほ（
真
二
）、

和
智
豊ゆ

た
か（

秀
明
）

棡
原
地
区

吉
村
実
子

み
の
り
こ（

英
洋
）

巌
地
区

永
井
隆
文
＝
仙
石
惠
美

小
林
宣
之
＝
冨
岡
幸
子

上
野
原
地
区

山
下
昌
男
＝
清
水
節
子

村
地
将
人
＝
上
條
裕
美

棡
原
地
区

岡
部
純
知
＝
山
本
る
み
こ

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
11
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課企画調整担当（電話62-3118）

小
児
の
発
熱
に
つ
い
て

上
野
原
市
立
病
院
　
小
児
科

佐
藤
和
正
　
医
長

NO.11

発
熱
は
、
小
児
科
の
受
診
理
由

で
最
も
多
い
症
状
の
ひ
と
つ
で

す
。
急
に
熱
が
出
る
と
心
配
に
な

り
ま
す
が
、
実
際
に
は
小
児
期
の

発
熱
の
大
半
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染

（
広
い
意
味
で
の
風
邪
）で
起
こ
り

ま
す
。

発
熱
は
病
原
体
の
活
動
性
を
弱

め
、
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
お

こ
る
体
の
防
御
反
応
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
体
温
は
外
の
環
境
に

影
響
さ
れ
ず
に
一
定
に
保
た
れ
る

よ
う
脳
の
体
温
中
枢
で
制
御
し
て

い
ま
す
が
、
病
原
体
が
体
に
侵
入

し
た
場
合
な
ど
に
、
体
温
中
枢
の

温
度
設
定
が
高
く
な
り
発
熱
し
ま

す
。発

熱
で
脳
障
害
を
心
配
さ
れ
る

方
が
い
ま
す
が
、
熱
自
体
で
脳
が

障
害
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
肺
炎
な
ど
で
熱
が
続
く
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
熱
そ
の
も
の
が
肺

炎
な
ど
の
原
因
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

熱
が
出
始
め
て
体
温
が
急
に
上

が
る
と
き
は
、
熱
が
高
い
の
に
手

足
が
冷
た
く
な
り
、
ふ
る
え（
悪

寒
）が
き
ま
す
。
そ
の
と
き
は
布

団
や
毛
布
で
暖
め
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

熱
が
上
が
り
き
っ
て
汗
ば
ん
で

き
た
ら
薄
い
布
団
に
し
、
水
枕
な

ど
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
が

38
・
5
℃
以
上
あ
り
、
元
気
が
な

い
、
グ
ズ
ッ
て
寝
つ
け
な
い
と
き

な
ど
は
解
熱
剤
を
使
用
し
て
も
良

い
で
し
ょ
う
。（
解
熱
剤
は
熱
を
下

げ
て
不
快
な
症
状
を
緩
和
し
ま

す
。
た
だ
し
、
効
果
の
時
間
は
数

時
間
程
度
で
あ
り
、
病
気
自
体
を

治
す
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

熱
が
夜
間
に
急
に
出
た
場
合
で

す
が
、
そ
れ
ま
で
に
水
分
が
摂
れ

て
い
て
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
な
け

れ
ば
、
慌
て
て
病
院
に
連
れ
て
行

く
必
要
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
翌

朝
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
例
外
も
あ
り
、
吐
き

続
け
る
、
水
分
が
摂
れ
な
い
、
息

苦
し
い
様
子
が
あ
る
、
妙
に
ぐ
っ

た
り
す
る
時
な
ど
や
、
3
か
月
未

満
の
乳
児
の
発
熱
の
場
合
は
、
早

め
に
小
児
科
医
が
対
応
す
る
病
院

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

巌地区 小俣 悠太
ゆ う た

くん（5歳）
結
ゆい

ちゃん（2歳8か月）
正樹さんと千登世さんの長男・長女

“これからもよろしく！！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

上野原地区 小俣 世那
せ な

くん（5歳）
雄太
ゆ だ

くん（2歳8か月）
イニョマンジュニーさんと静さんの長男・二男

“兄弟仲良く、元気に育ってね。”



甲
東
地
区

和
智
き
ぬ（
実
）

巌
地
区

清
水
宗
森（
華
子
）、
木
口
　
か
子

（
稔
）

島
田
地
区

長
谷
川
節
子（
石
塚
英
喜
）、
小
山

始（
宗
男
）

上
野
原
地
区

平
子
文
康（
真
助
）、
黒
部
茂
美

（
秋
夫
）、
田
中
克
巳（
み
ち
子
）、

杉
本
二
郎（
文
江
）、
富
田
香
代
子

（
武
）、
佐
藤
明
子（
悦
雄
）、
大
松

敏
枝（
好
生
）、
関
根
春
子（
弘
）、

輕
部
ト
ミ（
徹
）

棡
原
地
区

森
田
一
郎（
和
彦
）、

、

（
辰
美
）

西
原
地
区

橋
本
希
一（
ヒ
ロ
）、
横
瀬
く
ら
子

（
初
男
）

秋
山
地
区

古
娜
村
フ
ミ（
智
充
）、
原
田
志
げ

（
弘
一
）、
佐
藤
利
行（
寅
雄
）
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◇
『
生
協
の
白
石
さ
ん
』

白
石
昌
則
・
東
京
農
工
大
学
の

皆
さ
ん
／
著
　
講
談
社

東
京
農
工
大
学
で
働
く
白
石

さ
ん
と
学
生
た
ち
の
や
り
と
り

を
記
録
し
た
、
心
あ
た
た
ま
る
、

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
収
録
。

◇
『
決
断
力
』

羽
生
善
治
／
著
　
角
川
書
店

勝
負
の
分
か
れ
目
に
あ
る
集

中
力
と
決
断
力
。
数
多
く
の
勝

負
を
体
験
し
て
き
た
著
者
が
初

め
て
そ
の
極
意
を
公
開
す
る
。

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

11
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

8 9 10 11 12
5
13
6 7
14

15 16 17 18 19 20 21
22 24

31
25 26 27 28

29
23
30

　1　 　4　2 3

一

般

書

◇
『
悪
魔
の
種
子
』

内
田
康
夫
／
著
　
幻
冬
舎

◇
『
円
満
退
社
』

江
上
剛
／
著
　
幻
冬
舎

◇
『
天
狗
剣
法
法
神
流

須
田
房
之
助
始
末
』

津
本
陽
／
著
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

◇
『
春
秋
名
臣
列
伝
』

宮
城
谷
昌
光
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
摩
天
楼
の
怪
人
』

島
田
荘
司
／
著
　
東
京
創
元
社

◇
『
グ
ッ
ド
バ
イ
叔
父
殺
人
事
件
』

折
原
一
／
著
　
原
書
房

◇
『
マ
ダ
ム
毛
沢
東
』

ー
江
青
と
い
う
生
き
方
ー

ア
ン
チ
ー
・
ミ
ン
／
著
　
矢
倉

尚
子
／
訳
　
集
英
社

児

童

書

◆
『
ピ
ー
ポ
ポ
・
パ
ト
ロ
ー
ル
』

柏
葉
幸
子
／
作
　
西
川
お
さ

む
／
絵
　
童
心
社

◆
『
ト
ロ
ー
ル
・
ミ
ル
上
下
巻
』

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ラ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
／
作
　
金
原
瑞
人
／
訳
　
あ

か
ね
書
房

◆
『
赤
い
鳥
の
国
へ
』

ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ

ー
ン
／
作
　
マ
リ
ッ
ト
・
テ
ル

ン
ク
ヴ
ィ
ス
ト
／
絵
　
徳
間
書

店

◆
『
お
り
の
中
の
秘
密
』

ジ
ー
ン
・
ウ
ィ
ル
ス
／
著

千
葉
茂
樹
／
訳
　
あ
す
な
ろ
書

房
◆
『
逆
転
の
翼
』

ー
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
物
語
ー

的
川
泰
宣
／
著
　
新
日
本
出
版

社
絵

本

○
『
が
い
こ
つ
』

和
田
誠
／
絵
　
谷
川
俊
太
郎
／

詩
　
教
育
画
劇

○
『
ま
ん
げ
つ
の
よ
る
に
』

あ
べ
弘
士
／
絵
　
木
村
裕
一
／

作
　
講
談
社

○
『
鬼
の
助
』

辻
恵
子
／
絵
　
畑
中
弘
子
／
作

て
ら
い
ん
く

○
『
も
っ
か
い
！
』

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
／

絵
　
イ
ア
ン
・
ホ
ワ
イ
ブ
ロ

ウ
／
文
　
主
婦
の
友
社

○
『
ゆ
き
が
ふ
っ
た
ら
』

レ
ベ
ッ
カ
・
ボ
ン
ド
／
作
　

さ
く
ま
ゆ
み
こ
／
訳
　
偕
成
社

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
わ
ら
ぐ
つ
の

中
の
神
様
』

◎
日
時
　
1
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
押
し
花
教
室
』

◎
日
時
　
1
月
28
日（
土
）

午
後
2
時
〜

☆
お
は
な
し
会
☆

『
マ
ド
レ
ー
ヌ
と

い
ぬ
』
ほ
か

◎
日
時
　
1
月
21
日（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
夏
の
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
』
他

武
田
鉄
矢
／
作

◎
日
時
　
1
月
22
日（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

死

亡

今
月
の
一
冊

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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11月17日、要保護児童対策地域協議会が設置され
ました。この協議会は、児童虐待の相談窓口が市町村
に移ったことと、近年の児童虐待事件の増加を受けて、
地域全体で子どもたちを守るために設置されました。
相談窓口（家庭児童相談室蕁62ー1199（直通））

上空からみた上野原市

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

新年あけましておめでとうございます。
新しい年を迎えいかがお過ごしでしょうか。
今年は上野原市も2年目を迎え、市の将来像「夢と希望あふれる快適

発信都市」の実現に向けて、新しいまちづくりに取り組んでいきます。

この写真は、上空からみた市の中心街の風景です。いつもと違う角
度からの私たちのまちをご覧ください。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください
企画課企画調整担当 電話62-3118

人口●28,491人 （－39）
男 ●14,222人 （－19）
女 ●14,269人 （－20）
世帯●10,049世帯（－ 1）
平成17年12月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●要保護児童対策地域協議会が設置されました
11月21日、スクールガード養成講習会が開かれま

した。この講座は、子どもたちに関する事件が社会問
題になっている現状をふまえ、子どもたちが安心して
教育を受けられるように学校やその周辺を巡回・警備
するスクールガードを養成するために行われました。

●スクールガード養成講習会

11月17日、西原小児童会の代表児童が大鶴楽生園
に介助用車椅子を寄贈しました。西原小学校では、6
年ほど前から児童たちが自主的にアルミ缶を学校へ持
ち寄っていて、そのアルミ缶の収益金で福祉に役立て
たいと介助用車椅子を購入しました。

●西原小児童が大鶴楽生園に車椅子を寄贈
11月16日、秋山支所内に市立図書館秋山分館が開

館しました。開館式後、「たんぽぽ会」によるお話し
会があり、式に参加した秋山保育所の園児たちは、上
演された大型絵本などを楽しんでいました。（開館日
水・木・土・日、開館時間　午前10時～午後5時）

●秋山支所に市立図書館秋山分館が開館
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所
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